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医師バンクについて 

～福井県のドクターバンク登録状況～ 
 

（１）運営主体 

福井県健康福祉部健康医療局地域医療課 

 

 （２）実施内容 

   公立・公的および政策医療を担う医療機関の紹介 

   ※公立・公的病院等  ：14 医療機関 

    政策医療を担う病院等：23 医療機関（R６年度から紹介開始） 

 

 （３）登録者数（R6.１０末現在） 

  ２９名 

   30 代  ７名（男３、女４） 

   40 代  ５名（男５） 

   50 代 １１名（男１０、女１） 

   60 代  ６名（男６） 

 

   （専門科） 

     整形外科、産婦人科、神経内科、耳鼻咽喉科、消化器内科、呼吸器内科、外科、小児科、脳神経外科、 

麻酔科、形成外科、循環器内科、内科 

 

（４）活動実績 

  就業者 ４名（累計） 

 

（５）成果課題等 

  課題：県外医師に対する周知が限定的だった（診療科の限定等） 

対応：Ｒ６年度からＷＥＢサイトの運用や医師採用活動の実施を民間企業に 

   委託し、UI ターン医師の確保等を強化 

 

（６）女性医師支援委員会委員からの意見 

  ・ドクターバンクとハローワークとの連携はどうなっているのか。 

・行政のドクターバンクやハローワークは、利用は無料であるが、民間の求人サ

イトの資金力や熱量に及ばず、利用が進まないのではないか。 

 

福井県資料 
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女性医師支援について 

～福井県の女性医師支援～ 

 

（１）ふくい女性医師支援センターの活動（運営主体：福井県医師会） 

 

① 相談窓口の開設 

   月～金 ９：００～１７：００（平日のみ） 

   女性医師支援コーディネーターによる個別相談（TEL、メール、面談等）     

       ・相談件数・・・年間数名 

       ・相談内容・・・県外からの転入、子育てと仕事の両立、院内保育所について等 
 

② 医師および学生のネットワークづくり 

   医学生・研修医等をサポートするための会 

      ・福井大学医学部にて年 1回開催 

            ・ワークライフバランス、専門医取得等について現役医師の経験を踏まえた講
義・ディスカッション 

              （福井県に根づいてもらえるようアピール） 

            ・参加人数 ３０～５０名程度/1 回       

 

③ 子育て中医師のネットワークづくり 

   子育てドクターの会  

・年１回実施（Ｒ５年度は年２回） 

・コーディネーターによる子育てに関するミニ 

    講座および子育て中の医師同士の交流 

  ・コーディネーターによるアドバイスや情報提供 

  ・参加者１０名前後/1 回 
 

 

 

④ 診療をしばらく離れた医師の復職支援 

   復職研修支援事業     

           ・研修先（医療機関）への補助（最大３か月分） 

        ・累計１０回、医師８人（実） 

             ・近年は希望無し 

 

⑤ 広報活動 

       ・ドクター応援ハンドブックの作成 

(各種制度、施設紹介、先輩医師の体験談や応援メッセージ等) 

       ・Ｒ４年度にホームページをリニューアル(県の補助事業/子育て情報等) 

       ・医師会会報、福大祭のパンフレット（Ｒ６年度）にふくい女性医師支援セン
ターの広告掲載 
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 （２）行政が行っている女性医師の支援状況 

（実施主体：福井県健康福祉部健康医療局地域医療課、福井県健康福祉部こども未来課） 

 

 ・復職に必要な経費および新しい働き方に関する院内セミナー開催経費の補助 
 
     ①復職に必要な経費：学会やセミナーの参加料および受講料、旅費 

               専門書の購入経費 

 

     ②新しい働き方に関する院内セミナー開催経費： 

               院内セミナー講師報償費や講師旅費、食料・雑費、 

               啓発広報物、セミナー会場借上げ料 

  

・ふく育さん、ふく育タクシー等による、仕事時の育児支援 
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情報交換および問題提起 

周知・広報 

・女性医師支援の交流会を毎年企画しているが、情報が届かず参加者が固定されてしまう。

必要な人に必要な情報を届けるためにはどうしたらよいのか。 

 

働き方改革について 

・今はまだ時間だけを帳尻合わせしている状態。実質的な改革はこれからだと思う。 

 

女性医師支援について 

・女性医師が４割になり、その方々がアルバイト的に働くようになってしまうと現場が回ら

なくなる。女性医師もフルタイムで働けるシステムが必要。 

・大学病院では病児保育の設置に向けて検討を重ねている。 

・「保育園の送迎をしなければならない女性医師の勤務」と「子育てをしていない常勤医師

の勤務」について不公平感が出ないようにバランスをとる必要がある。（時間・給与・外

勤） 

・理事や委員会に女性医師を入れたいが、本務に影響を与えない時間でとなるとどうしても

夜になり、なり手がいない。 

・地域枠の卒業生の卒後勤務で「産休期間は義務年限内」になるが「育休期間は義務年限」

なので育休を義務年限として認めて欲しいとの声があるが、女性だけに認めるわけにはい

かず難しい。 


